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タバコ製造機第 19 ラインの紙破損による故障時間を削減する 
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発表要旨 
Thailand Tobacco Monopoly (TTM)は、財務省が管轄する政府出資機関の国営企業である

（TTM）。TTM は、効率の良い最新式の機械を使用してタバコを製造している。ISO 9001:2008 の

認証を取得した国際標準品質の製品を製造することに全力を注いでいる。 
TTM全体のタバコの製造能力は年間220億本である。 第4工場の製造能力は年間81億本、

G.D タバコ製造機による製造が 45%（およそ年間 36 億 4500 万本）を占めている。 G.D タバコ製

造機が第４工場の主な製造主体である。 
 

問題の特定：2009年7月から11月のG.Dタバコ製造機の製造ラインのデータによると、第19
ラインは60.93%と平均製造率が最も低かった。その後、私たちは、2009年7月から11月の平均故障

時間を調べたところ、毎月1,554分の製造時間を損失していた。これは金額にすると829,214米ドル

にあたる。私たちは問題を選定するためにパレート図とRPN（リスク優先度）方式を活用した。そ

の結果、「紙の破損」が最も高いRPNの度合いを有していた。私たちは、「紙の破損」の問題に取り

組むことに決定し、紙の破損による損失を80%（月間468から90分に）削減することを目標にした。

私たちの実行計画は2009年11月から2010年5月まで7ヵ月を対象にした。 
 

原因の分析：私たちは特性要因図を用いて「紙の破損」を分析した。私たちは 6 つの原因を

見つけた。それから私たちは本当の原因を探すため「３現主義」を活用した。その後、私たちは 2
つの本当の原因を特定した。すなわち、１．テープホルダーの真空管の詰まり、２．加圧バネの破

損、である。 
第 1 の原因の解決策：１．テープホルダーの真空システムと真空管の洗浄。 

２．真空を確認するためテープホルダーに真空ナット（新しいアイデア）の取り付け。 
第 2 の原因の解決策：加圧バネに代わる他の材料を提供。：１．ベルト、２．カップスプリン

グ、３．O リング。O リングは円形で縫い目がなく弾力性があるため、私たちは加圧バネに代わり

に O リングを選んだ。 
確認の結果：2010 年 2 月から 5 月の結果を検証。私たちは、「紙の破損」による機械の故障

時間を最大で 89.95%、時間にして月間 47 分に減らすことができた。 
標準化：O リングの監視：切断後の紙の端の「けば」を確認。吸引による中央真空ナットの

ボールホールドを注視。 
有形の効果：私たちは、G.D タバコ製造機 19 号機の「紙の破損」による機械の平均故障時

間を月間 468 分から 47 分にまで減らすことができた。 
無形の効果：１．効率が 1. 60.93%から 72.65%に向上した。 

２．生産性が毎月59,643,000本から71,123,000本に向上した。 
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